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(57)【要約】
【課題】制御対象となる電気機器を簡易に登録すること
が可能な機器制御装置を得る。
【解決手段】監視装置８Ａは、住宅２内に設置され、住
宅２内に設置されている電気機器を住宅２外の携帯電話
９によって制御するための機器制御装置であって、電気
機器に対する制御命令を、携帯電話９から通信ネットワ
ーク１１を介して取得する命令取得部４１Ａと、命令取
得部４１Ａが取得した制御命令に基づいて、電気機器を
リモートコントロールするためのリモコン信号を生成す
る信号生成部４２Ａと、信号生成部４２Ａが生成したリ
モコン信号を電気機器に対して送信する信号送信部３２
ＡＴと、住宅２内に設置されている電気機器の種別を特
定する機器特定部４３Ａと、を備え、機器特定部４３Ａ
は、対象機器が異なる複数のリモコン信号を信号送信部
３２ＡＴから送信し、各リモコン信号に対する電気機器
の応答の検知結果に基づいて、電気機器の種別を特定す
る。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の監視エリア内に設置され、当該監視エリア内に設置されている電気機器を当該監
視エリア外の制御端末によって制御するための機器制御装置であって、
　前記電気機器に対する制御命令を、前記制御端末から通信ネットワークを介して取得す
る命令取得部と、
　前記命令取得部が取得した前記制御命令に基づいて、前記電気機器をリモートコントロ
ールするためのリモコン信号を生成する信号生成部と、
　前記信号生成部が生成した前記リモコン信号を前記電気機器に対して送信する信号送信
部と、
　前記監視エリア内に設置されている前記電気機器の種別を特定する機器特定部と、
を備え、
　前記機器特定部は、対象機器が異なる複数のリモコン信号を前記信号送信部から送信し
、各リモコン信号に対する前記電気機器の応答の検知結果に基づいて、前記電気機器の種
別を特定する、機器制御装置。
【請求項２】
　既知である前記複数のリモコン信号が登録された記憶部をさらに備え、
　前記機器特定部は、前記記憶部に登録されている前記複数のリモコン信号を前記信号送
信部から送信する、請求項１に記載の機器制御装置。
【請求項３】
　前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコンから送信されたリモコン信号
を受信する信号受信部をさらに備え、
　前記機器特定部は、前記電気機器の応答の検知結果に基づいて前記電気機器の種別を特
定できない場合には、前記信号受信部が受信した前記リモコン信号に関するデータを、前
記通信ネットワークを介して所定の管理装置に向けて送信し、前記管理装置によって特定
された前記電気機器の種別に関するデータを、前記通信ネットワークを介して前記管理装
置から受信する、請求項１又は２に記載の機器制御装置。
【請求項４】
　所定の監視エリア内に設置され、当該監視エリア内に設置されている電気機器を当該監
視エリア外の制御端末によって制御するための機器制御装置であって、
　前記電気機器に対する制御命令を、前記制御端末から通信ネットワークを介して取得す
る命令取得部と、
　前記命令取得部が取得した前記制御命令に基づいて、前記電気機器をリモートコントロ
ールするためのリモコン信号を生成する信号生成部と、
　前記信号生成部が生成した前記リモコン信号を前記電気機器に対して送信する信号送信
部と、
　前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコンから送信されたリモコン信号
を受信する信号受信部と、
　前記信号受信部が受信した前記リモコン信号に基づいて、前記監視エリア内に設置され
ている前記電気機器の種別を特定する機器特定部と、
を備える、機器制御装置。
【請求項５】
　既知である前記複数のリモコン信号が登録された記憶部をさらに備え、
　前記機器特定部は、前記信号受信部が受信した前記リモコン信号と、前記記憶部に登録
されている前記複数のリモコン信号とを比較することにより、前記電気機器の種別を特定
する、請求項４に記載の機器制御装置。
【請求項６】
　前記機器特定部は、前記信号受信部が受信した前記リモコン信号に基づいて前記電気機
器の種別を特定できない場合には、前記信号受信部が受信した前記リモコン信号に関する
データを、前記通信ネットワークを介して所定の管理装置に向けて送信し、前記管理装置
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によって特定された前記電気機器の種別に関するデータを、前記通信ネットワークを介し
て前記管理装置から受信する、請求項４又は５に記載の機器制御装置。
【請求項７】
　所定の監視エリア内に設置されている電気機器を、当該監視エリア外から制御可能な制
御端末と、
　前記監視エリア内に設置され、前記制御端末によって前記電気機器を制御するための機
器制御装置と、
を備え、
　前記機器制御装置は、
　前記電気機器に対する制御命令を、前記制御端末から通信ネットワークを介して取得す
る命令取得部と、
　前記命令取得部が取得した前記制御命令に基づいて、前記電気機器をリモートコントロ
ールするためのリモコン信号を生成する信号生成部と、
　前記信号生成部が生成した前記リモコン信号を前記電気機器に対して送信する信号送信
部と、
　前記監視エリア内に設置されている前記電気機器の種別を特定する機器特定部と、
を有し、
　前記機器特定部は、対象機器が異なる複数のリモコン信号を前記信号送信部から送信し
、各リモコン信号に対する前記電気機器の応答の検知結果に基づいて、前記電気機器の種
別を特定する、セキュリティシステム。
【請求項８】
　所定の監視エリア内に設置されている電気機器を、当該監視エリア外から制御可能な制
御端末と、
　前記監視エリア内に設置され、前記制御端末によって前記電気機器を制御するための機
器制御装置と、
を備え、
　前記機器制御装置は、
　前記電気機器に対する制御命令を、前記制御端末から通信ネットワークを介して取得す
る命令取得部と、
　前記命令取得部が取得した前記制御命令に基づいて、前記電気機器をリモートコントロ
ールするためのリモコン信号を生成する信号生成部と、
　前記信号生成部が生成した前記リモコン信号を前記電気機器に対して送信する信号送信
部と、
　前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコンから送信されたリモコン信号
を受信する信号受信部と、
　前記信号受信部が受信した前記リモコン信号に基づいて、前記監視エリア内に設置され
ている前記電気機器の種別を特定する機器特定部と、
を有する、セキュリティシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の監視エリア内に設置されている電気機器を当該監視エリア外の制御端
末によって制御するための機器制御装置、及びそれを備えたセキュリティシステムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　例えば下記特許文献１には、背景技術に係るホームセキュリティシステムが開示されて
いる。当該ホームセキュリティシステムは、ユーザの住宅内に設置されたホームサーバと
、警備会社内に設置された警備センタとが、公衆電話網等のネットワークを介して相互に
接続された構成を有している。ホームサーバには、セキュリティ制御器が接続されている
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。セキュリティ制御器には、防犯センサ及びカメラが接続されている。ユーザは、外出時
に、セキュリティ制御器を警戒セットモードに設定し、帰宅時に、セキュリティ制御器を
警戒解除モードに設定する。セキュリティ制御器は、警戒セットモードに設定されている
時に防犯センサによって異常を検知すると、カメラによって撮影した住宅内の画像を含む
通報メールを、ホームサーバに送信する。ホームサーバは、セキュリティ制御器から受信
した通報メールを、ユーザが所持する携帯電話機又は警備センタに送信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４３５４２０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ユーザの住宅に空き巣等の侵入者が侵入した場合において、侵入者が住宅から立ち去る
前にユーザが帰宅してしまうと、侵入者とユーザとが住宅内で遭遇することとなり、ユー
ザの身に危険がおよぶ可能性がある。従って、夜間の帰宅時において、帰宅前に侵入者を
住宅から立ち去らせるためには、携帯電話機等を用いた遠隔操作によって住宅の照明機器
を帰宅前に点灯できることが望ましい。照明機器が点灯されたことによって、侵入者が住
宅から直ちに立ち去ることが期待できる。
【０００５】
　また、カメラによって撮影した住宅内の画像を携帯電話機等に送信することによって、
住宅内の様子を帰宅前に確認することができる。しかし、夜間の帰宅時には部屋が暗いた
め、携帯電話機に送信された画像によっては侵入者の有無を正確に確認できない。従って
、上記のように遠隔操作によって住宅の照明機器を点灯し、その状態で撮影した画像を携
帯電話機等に送信することによって、侵入者の有無を正確に確認することができる。
【０００６】
　また、照明機器のみならず、帰宅前に遠隔操作によって空調機器を動作させることがで
きれば、快適に温度調整された状態で帰宅することができるため、ユーザの利便性が向上
する。
【０００７】
　ところで、ホームセキュリティシステムにおいては、カメラ等を制御するためのセキュ
リティ制御装置がユーザの住宅内に設置される。従って、照明機器や空調機器等の電気機
器に対する制御命令を、携帯電話機等の制御端末からセキュリティ制御装置が受信し、セ
キュリティ制御装置から電気機器に対してリモコン信号を送信することによって、住宅の
外部から電気機器を遠隔操作することが可能となる。
【０００８】
　しかし、照明機器や空調機器等の電気機器としては、様々なメーカから様々な製品が販
売されており、製品によってリモコン信号のフォーマットやコード等が異なる。そのため
、セキュリティ制御装置から送信されるリモコン信号によって電気機器の動作を制御する
場合には、住宅内に設置されている電気機器の種別（メーカ名や型番等）をユーザが手入
力でセキュリティ制御装置に事前に設定する必要があり、その作業がユーザにとって煩雑
である。
【０００９】
　本発明はかかる事情に鑑みて成されたものであり、制御対象となる電気機器を簡易に登
録することが可能な機器制御装置、及びそれを備えたセキュリティシステムを得ることを
目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の態様に係る機器制御装置は、所定の監視エリア内に設置され、当該監視
エリア内に設置されている電気機器を当該監視エリア外の制御端末によって制御するため
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の機器制御装置であって、前記電気機器に対する制御命令を、前記制御端末から通信ネッ
トワークを介して取得する命令取得部と、前記命令取得部が取得した前記制御命令に基づ
いて、前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコン信号を生成する信号生成
部と、前記信号生成部が生成した前記リモコン信号を前記電気機器に対して送信する信号
送信部と、前記監視エリア内に設置されている前記電気機器の種別を特定する機器特定部
と、を備え、前記機器特定部は、対象機器が異なる複数のリモコン信号を前記信号送信部
から送信し、各リモコン信号に対する前記電気機器の応答の検知結果に基づいて、前記電
気機器の種別を特定することを特徴とするものである。
【００１１】
　第１の態様に係る機器制御装置によれば、機器特定部は、対象機器が異なる複数のリモ
コン信号を信号送信部から送信し、各リモコン信号に対する電気機器の応答の検知結果に
基づいて、電気機器の種別を特定する。つまり、対象機器が異なる既知の複数のリモコン
信号を信号送信部から送信し、どのリモコン信号に対して電気機器が応答したかによって
、監視エリア内に設置されている電気機器の種別を特定することができる。従って、監視
エリア内に設置されている電気機器の種別を自動的に特定することができ、ユーザの手入
力による設定が不要となるため、制御対象となる電気機器を簡易に登録することが可能と
なる。
【００１２】
　本発明の第２の態様に係る機器制御装置は、第１の態様に係る機器制御装置において特
に、既知である前記複数のリモコン信号が登録された記憶部をさらに備え、前記機器特定
部は、前記記憶部に登録されている前記複数のリモコン信号を前記信号送信部から送信す
ることを特徴とするものである。
【００１３】
　第２の態様に係る機器制御装置によれば、記憶部には、既知である複数のリモコン信号
が登録されており、信号送信部は、記憶部に登録されている複数のリモコン信号を送信す
る。従って、機器制御装置の出荷時点等において既知である様々なリモコン信号を記憶部
に登録しておくことにより、信号送信部から送信される複数のリモコン信号のうちのどの
リモコン信号に対して電気機器が応答したかによって、監視エリア内に設置されている電
気機器を簡易に特定することが可能となる。
【００１４】
　本発明の第３の態様に係る機器制御装置は、第１又は第２の態様に係る機器制御装置に
おいて特に、前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコンから送信されたリ
モコン信号を受信する信号受信部をさらに備え、前記機器特定部は、前記電気機器の応答
の検知結果に基づいて前記電気機器の種別を特定できない場合には、前記信号受信部が受
信した前記リモコン信号に関するデータを、前記通信ネットワークを介して所定の管理装
置に向けて送信し、前記管理装置によって特定された前記電気機器の種別に関するデータ
を、前記通信ネットワークを介して前記管理装置から受信することを特徴とするものであ
る。
【００１５】
　第３の態様に係る機器制御装置によれば、信号受信部は、電気機器の応答の検知結果に
基づいて電気機器の種別を特定できない場合に、電気機器をリモートコントロールするた
めのリモコンから送信されたリモコン信号を受信する。そして、機器特定部は、信号受信
部が受信したリモコン信号に関するデータを、所定の管理装置に向けて送信する。従って
、対象の電気機器が機器制御装置よりも後に発売された最新の機器である場合等において
、当該電気機器のリモコン信号が記憶部に登録されていない場合であっても、各種の電気
機器のリモコン信号に関する最新の情報を管理装置が管理しておくことによって、監視エ
リア内に設置されている電気機器を管理装置によって特定することができる。そして、管
理装置によって特定された電気機器の種別に関するデータ（つまり、当該電気機器のオン
／オフ等の動作を制御するためのリモコン信号のデータ等）を管理装置から受信すること
によって、機器制御装置によって当該電気機器の動作を制御することが可能となる。
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【００１６】
　本発明の第４の態様に係る機器制御装置は、所定の監視エリア内に設置され、当該監視
エリア内に設置されている電気機器を当該監視エリア外の制御端末によって制御するため
の機器制御装置であって、前記電気機器に対する制御命令を、前記制御端末から通信ネッ
トワークを介して取得する命令取得部と、前記命令取得部が取得した前記制御命令に基づ
いて、前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコン信号を生成する信号生成
部と、前記信号生成部が生成した前記リモコン信号を前記電気機器に対して送信する信号
送信部と、前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコンから送信されたリモ
コン信号を受信する信号受信部と、前記信号受信部が受信した前記リモコン信号に基づい
て、前記監視エリア内に設置されている前記電気機器の種別を特定する機器特定部と、を
備えることを特徴とするものである。
【００１７】
　第４の態様に係る機器制御装置によれば、信号受信部は、電気機器をリモートコントロ
ールするためのリモコンから送信されたリモコン信号を受信し、機器特定部は、信号受信
部が受信したリモコン信号に基づいて電気機器の種別を特定する。つまり、電気機器のリ
モコンからリモコン信号を送信し、信号受信部によって当該リモコン信号を受信し、機器
特定部によって当該リモコン信号に対応する電気機器を特定することにより、監視エリア
内に設置されている電気機器の種別を特定することができる。従って、監視エリア内に設
置されている電気機器の種別を簡単に特定することができ、ユーザの手入力による設定が
不要となるため、制御対象となる電気機器を簡易に登録することが可能となる。
【００１８】
　本発明の第５の態様に係る機器制御装置は、第４の態様に係る機器制御装置において特
に、既知である前記複数のリモコン信号が登録された記憶部をさらに備え、前記機器特定
部は、前記信号受信部が受信した前記リモコン信号と、前記記憶部に登録されている前記
複数のリモコン信号とを比較することにより、前記電気機器の種別を特定することを特徴
とするものである。
【００１９】
　第５の態様に係る機器制御装置によれば、記憶部には、既知である複数のリモコン信号
が登録されており、機器特定部は、信号受信部が受信したリモコン信号と、記憶部に登録
されている複数のリモコン信号とを比較することにより、電気機器の種別を特定する。従
って、機器制御装置の出荷時点等において既知である様々なリモコン信号を記憶部に登録
しておくことにより、信号受信部が受信したリモコン信号が、記憶部に登録されているど
のリモコン信号に一致するかによって、監視エリア内に設置されている電気機器を簡易に
特定することが可能となる。
【００２０】
　本発明の第６の態様に係る機器制御装置は、第４又は第５の態様に係る機器制御装置に
おいて特に、前記機器特定部は、前記信号受信部が受信した前記リモコン信号に基づいて
前記電気機器の種別を特定できない場合には、前記信号受信部が受信した前記リモコン信
号に関するデータを、前記通信ネットワークを介して所定の管理装置に向けて送信し、前
記管理装置によって特定された前記電気機器の種別に関するデータを、前記通信ネットワ
ークを介して前記管理装置から受信することを特徴とするものである。
【００２１】
　第６の態様に係る機器制御装置によれば、機器特定部は、信号受信部が受信したリモコ
ン信号に基づいて電気機器の種別を特定できない場合には、信号受信部が受信したリモコ
ン信号に関するデータを、所定の管理装置に向けて送信する。従って、対象の電気機器が
機器制御装置よりも後に発売された最新の機器である場合等において、当該電気機器のリ
モコン信号が記憶部に登録されていない場合であっても、各種の電気機器のリモコン信号
に関する最新の情報を管理装置が管理しておくことによって、監視エリア内に設置されて
いる電気機器を管理装置によって特定することができる。そして、管理装置によって特定
された電気機器の種別に関するデータ（つまり、当該電気機器のオン／オフ等の動作を制
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御するためのリモコン信号のデータ等）を管理装置から受信することによって、機器制御
装置によって当該電気機器の動作を制御することが可能となる。
【００２２】
　本発明の第７の態様に係るセキュリティシステムは、所定の監視エリア内に設置されて
いる電気機器を、当該監視エリア外から制御可能な制御端末と、前記監視エリア内に設置
され、前記制御端末によって前記電気機器を制御するための機器制御装置と、を備え、前
記機器制御装置は、前記電気機器に対する制御命令を、前記制御端末から通信ネットワー
クを介して取得する命令取得部と、前記命令取得部が取得した前記制御命令に基づいて、
前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコン信号を生成する信号生成部と、
前記信号生成部が生成した前記リモコン信号を前記電気機器に対して送信する信号送信部
と、前記監視エリア内に設置されている前記電気機器の種別を特定する機器特定部と、を
有し、前記機器特定部は、対象機器が異なる複数のリモコン信号を前記信号送信部から送
信し、各リモコン信号に対する前記電気機器の応答の検知結果に基づいて、前記電気機器
の種別を特定することを特徴とするものである。
【００２３】
　第７の態様に係るセキュリティシステムによれば、機器特定部は、対象機器が異なる複
数のリモコン信号を信号送信部から送信し、各リモコン信号に対する電気機器の応答の検
知結果に基づいて、電気機器の種別を特定する。つまり、対象機器が異なる既知の複数の
リモコン信号を信号送信部から送信し、どのリモコン信号に対して電気機器が応答したか
によって、監視エリア内に設置されている電気機器の種別を特定することができる。従っ
て、監視エリア内に設置されている電気機器の種別を自動的に特定することができ、ユー
ザの手入力による設定が不要となるため、制御対象となる電気機器を簡易に登録すること
が可能となる。
【００２４】
　本発明の第８の態様に係るセキュリティシステムは、所定の監視エリア内に設置されて
いる電気機器を、当該監視エリア外から制御可能な制御端末と、前記監視エリア内に設置
され、前記制御端末によって前記電気機器を制御するための機器制御装置と、を備え、前
記機器制御装置は、前記電気機器に対する制御命令を、前記制御端末から通信ネットワー
クを介して取得する命令取得部と、前記命令取得部が取得した前記制御命令に基づいて、
前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコン信号を生成する信号生成部と、
前記信号生成部が生成した前記リモコン信号を前記電気機器に対して送信する信号送信部
と、前記電気機器をリモートコントロールするためのリモコンから送信されたリモコン信
号を受信する信号受信部と、前記信号受信部が受信した前記リモコン信号に基づいて、前
記監視エリア内に設置されている前記電気機器の種別を特定する機器特定部と、を有する
ことを特徴とするものである。
【００２５】
　第８の態様に係るセキュリティシステムによれば、信号受信部は、電気機器をリモート
コントロールするためのリモコンから送信されたリモコン信号を受信し、機器特定部は、
信号受信部が受信したリモコン信号に基づいて電気機器の種別を特定する。つまり、電気
機器のリモコンからリモコン信号を送信し、信号受信部によって当該リモコン信号を受信
し、機器特定部によって当該リモコン信号に対応する電気機器を特定することにより、監
視エリア内に設置されている電気機器の種別を特定することができる。従って、監視エリ
ア内に設置されている電気機器の種別を簡単に特定することができ、ユーザの手入力によ
る設定が不要となるため、制御対象となる電気機器を簡易に登録することが可能となる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、制御対象となる電気機器を簡易に登録することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施の形態に係るセキュリティシステムの全体構成を示す図である。
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【図２】監視装置の外観を示す図である。
【図３】監視装置の外観を示す図である。
【図４】監視装置のハードウェア構成を示す図である。
【図５】監視装置のハードウェア構成を示す図である。
【図６】制御部の機能構成を示すブロック図である。
【図７】制御部の機能構成を示すブロック図である。
【図８】記憶部の記憶内容を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、異なる図面
において同一の符号を付した要素は、同一又は相応する要素を示すものとする。
【００２９】
　図１は、本発明の実施の形態に係るセキュリティシステム１の全体構成を示す図である
。図１に示した例において、ユーザの住宅２の部屋２Ａ内には、テレビ３Ａ、照明機器４
Ａ、空調機器５Ａ、及び監視装置（機器制御装置）８Ａが設置されている。部屋２Ａは監
視装置８Ａによって侵入者の有無等の監視を行う監視エリアであり、監視装置８Ａは当該
監視エリア内に設置されている。照明機器４Ａは、付属のリモコン６Ａによって、赤外線
を用いたリモコン信号による遠隔制御が可能である。空調機器５Ａは、付属のリモコン７
Ａによって、赤外線を用いたリモコン信号による遠隔制御が可能である。
【００３０】
　同様に、住宅２の部屋２Ｂ内には、テレビ３Ｂ、照明機器４Ｂ、空調機器５Ｂ、及び監
視装置８Ｂが設置されている。部屋２Ｂは監視装置８Ｂによって侵入者の有無等の監視を
行う監視エリアであり、監視装置８Ｂは当該監視エリア内に設置されている。照明機器４
Ｂは、付属のリモコン６Ｂによって、赤外線を用いたリモコン信号による遠隔制御が可能
である。空調機器５Ｂは、付属のリモコン７Ｂによって、赤外線を用いたリモコン信号に
よる遠隔制御が可能である。
【００３１】
　監視装置８Ａは、ＩＰネットワーク等の通信ネットワーク１１に接続されている。通信
ネットワーク１１には、所定のサーバ装置（管理装置）１２が接続されている。また、通
信ネットワーク１１には、図示しないゲートウェイ装置等を介して、携帯電話の基地局１
３が接続されている。
【００３２】
　図２，３は、監視装置８Ａ，８Ｂの外観をそれぞれ示す図である。監視装置８Ａ，８Ｂ
は、侵入者によって破壊されたり、部屋２Ａ，２Ｂの美観が損なわれることを防止すべく
、一見してそれが監視装置であることが分かりにくい外観形状を有している。図２，３に
示した例において、監視装置８Ａ，８Ｂは、プリントされた写真を飾るためのフォトフレ
ームの外観形状を有している。他の例として、監視装置８Ａ，８Ｂは、装飾品、工芸品、
又はぬいぐるみ等の外観形状を有していてもよい。
【００３３】
　図４は、監視装置８Ａのハードウェア構成を示す図である。監視装置８Ａは、ＣＰＵ等
の制御部２０Ａ、データ通信部２１Ａ、信号送受信部２２Ａ、無線通信部２３Ａ、スイッ
チ２４Ａ、ＣＣＤ等を用いたカメラ２５Ａ、マイク２６Ａ、及び半導体メモリ等の記憶部
２７Ａを備えて構成されている。監視装置８Ａは、部屋２Ａ内のコンセント等から供給さ
れる電力によって駆動する。
【００３４】
　データ通信部２１Ａは、データ送信部３１ＡＴ及びデータ受信部３１ＡＲを有している
。データ送信部３１ＡＴは、通信ネットワーク１１を介してサーバ装置１２に向けて各種
のデータを送信する。データ受信部３１ＡＲは、通信ネットワーク１１を介してサーバ装
置１２から各種のデータを受信する。
【００３５】
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　信号送受信部２２Ａは、信号送信部３２ＡＴ及び信号受信部３２ＡＲを有している。信
号送信部３２ＡＴは、照明機器４Ａ及び空調機器５Ａを遠隔制御するための、赤外線を用
いたリモコン信号を送信する。信号受信部３２ＡＲは、リモコン６Ａ，７Ａから送信され
たリモコン信号を受信する。
【００３６】
　無線通信部２３Ａは、無線送信部３３ＡＴ及び無線受信部３３ＡＲを有している。無線
送信部３３ＡＴは、Ｚ－Ｗａｖｅ等の無線通信プロトコルに則した無線信号を送信する。
無線受信部３３ＡＲは、Ｚ－Ｗａｖｅ等の無線通信プロトコルに則した無線信号を受信す
る。無線送信部３３ＡＴからの送信電波の到達範囲は住宅２の大きさ程度に設定されてお
り、監視装置８Ａは、監視装置８Ｂとの間で無線通信を行う。
【００３７】
　また、図１を参照して、ユーザが所持する携帯電話９（制御端末）にはストラップが装
着されており、当該ストラップには電池駆動式の小型の通信装置１０が発信機として内蔵
されている。通信装置１０からの送信電波の到達範囲は住宅２（又は部屋２Ａ）の大きさ
程度に設定されており、ユーザが在宅していることにより携帯電話９が住宅２（又は部屋
２Ａ）内に所在している場合には、監視装置８Ａは通信装置１０との間で無線通信を行う
。一方、ユーザが携帯電話９を所持して外出していることにより携帯電話９が住宅２内に
所在していない場合には、監視装置８Ａは通信装置１０との間で無線通信を行わない。な
お、通信装置１０を携帯電話９のストラップに内蔵する例に限らず、外出時にユーザに携
帯又は装着されることが想定される任意の物品（財布、鍵、手帳、眼鏡、入れ歯、かつら
等）に通信装置１０を収容又は内蔵することもできる。
【００３８】
　図５は、監視装置８Ｂのハードウェア構成を示す図である。監視装置８Ｂは、ＣＰＵ等
の制御部２０Ｂ、信号送受信部２２Ｂ、無線通信部２３Ｂ、スイッチ２４Ｂ、ＣＣＤ等を
用いたカメラ２５Ｂ、及びマイク２６Ｂを備えて構成されている。監視装置８Ｂは、部屋
２Ｂ内のコンセント等から供給される電力によって駆動する。
【００３９】
　信号送受信部２２Ｂは、信号送信部３２ＢＴ及び信号受信部３２ＢＲを有している。信
号送信部３２ＢＴは、照明機器４Ｂ及び空調機器５Ｂを遠隔制御するための、赤外線を用
いたリモコン信号を送信する。信号受信部３２ＢＲは、リモコン６Ｂ，７Ｂから送信され
たリモコン信号を受信する。
【００４０】
　無線通信部２３Ｂは、無線送信部３３ＢＴ及び無線受信部３３ＢＲを有している。無線
送信部３３ＢＴは、Ｚ－Ｗａｖｅ等の無線通信プロトコルに則した無線信号を送信する。
無線受信部３３ＢＲは、Ｚ－Ｗａｖｅ等の無線通信プロトコルに則した無線信号を受信す
る。無線送信部３３ＢＴからの送信電波の到達範囲は住宅２の大きさ程度に設定されてお
り、監視装置８Ｂは、監視装置８Ａとの間で無線通信を行う。
【００４１】
　また、図１を参照して、ユーザが在宅していることにより携帯電話９が住宅２（又は部
屋２Ｂ）内に所在している場合には、監視装置８Ｂは通信装置１０との間で無線通信を行
う。一方、ユーザが携帯電話９を所持して外出していることにより携帯電話９が住宅２内
に所在していない場合には、監視装置８Ｂは通信装置１０との間で無線通信を行わない。
【００４２】
　図６は、制御部２０Ａの機能構成を示すブロック図である。制御部２０Ａは、命令取得
部４１Ａ、信号生成部４２Ａ、機器特定部４３Ａ、画像処理部４４Ａ、及びモード制御部
４５Ａを有している。
【００４３】
　図７は、制御部２０Ｂの機能構成を示すブロック図である。制御部２０Ｂは、信号生成
部４２Ｂ、機器特定部４３Ｂ、画像処理部４４Ｂ、及びモード制御部４５Ｂを有している
。
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【００４４】
　図６を参照して、命令取得部４１Ａは、例えば外出先の携帯電話９から送信された照明
機器４Ａ，４Ｂに対する制御命令（点灯命令、消灯命令等）を、基地局１３、通信ネット
ワーク１１、及びデータ受信部３１ＡＲを介して取得する。また、命令取得部４１Ａは、
例えば外出先の携帯電話９から送信された空調機器５Ａ，５Ｂに対する制御命令（電源オ
ン命令、電源オフ命令、温度設定命令等）を、基地局１３、通信ネットワーク１１、及び
データ受信部３１ＡＲを介して取得する。命令取得部４１Ａが取得した制御命令は、命令
取得部４１Ａから信号生成部４２Ａに入力される。
【００４５】
　信号生成部４２Ａは、命令取得部４１Ａから入力された制御命令の内容に応じたリモコ
ン信号を生成する。具体的には、照明機器４Ａ，４Ｂ及び空調機器５Ａ，５Ｂの各々の制
御内容に応じたリモコン信号に関するデータ（フォーマット及びコード等。以下「リモコ
ンデータ」と称す）が、図４に示した記憶部２７Ａに記憶されている。信号生成部４２Ａ
は、命令取得部４１Ａから入力された制御命令の内容に応じたリモコンデータを、記憶部
２７Ａから読み出す。
【００４６】
　また、信号生成部４２Ａは、命令取得部４１Ａから入力された制御命令が照明機器４Ａ
又は空調機器５Ａを対象とする命令である場合には、記憶部２７Ａから読み出したリモコ
ンデータに基づいて、照明機器４Ａ又は空調機器５Ａを制御するための赤外線のリモコン
信号を生成し、生成したリモコン信号を信号送信部３２ＡＴから送信する。これにより、
携帯電話９から送信された制御命令の内容に応じて照明機器４Ａ又は空調機器５Ａの動作
が制御される。なお、同様の手法によって、外出先の携帯電話９からテレビ３Ａの動作を
制御することもできる。
【００４７】
　一方、信号生成部４２Ａは、命令取得部４１Ａから入力された制御命令が照明機器４Ｂ
又は空調機器５Ｂを対象とする命令である場合には、記憶部２７Ａから読み出したリモコ
ンデータを無線送信部３３ＡＴから監視装置８Ｂに向けて送信する。図７を参照して、無
線送信部３３ＡＴから送信されたリモコンデータは、無線受信部３３ＢＲによって受信さ
れた後、信号生成部４２Ｂに入力される。信号生成部４２Ｂは、入力されたリモコンデー
タに基づいて、照明機器４Ｂ又は空調機器５Ｂを制御するための赤外線のリモコン信号を
生成し、生成したリモコン信号を信号送信部３２ＢＴから送信する。これにより、携帯電
話９から送信された制御命令の内容に応じて照明機器４Ｂ又は空調機器５Ｂの動作が制御
される。なお、同様の手法によって、外出先の携帯電話９からテレビ３Ｂの動作を制御す
ることもできる。
【００４８】
　ここで、照明機器や空調機器等の電気機器としては、様々なメーカから様々な製品が販
売されており、製品によってリモコン信号のフォーマットやコード等が異なる。そのため
、監視装置８Ａ，８Ｂから送信されるリモコン信号によって照明機器４Ａ，４Ｂ及び空調
機器５Ａ，５Ｂの動作を制御するためには、住宅２内に設置されている電気機器の種別（
メーカ名や型番等）を特定し、特定した種別に応じたリモコン信号を生成する必要がある
。以下、住宅２内に設置されている電気機器を特定する手法について説明する。
【００４９】
　図８は、記憶部２７Ａの記憶内容を示す図である。記憶部２７Ａには、様々な電気機器
に関する複数のリモコンデータＱが登録されている。例えば、監視装置８Ａの出荷時点に
おいて既知である全ての照明機器及び空調機器に関するリモコンデータＱが、記憶部２７
Ａに登録されている。
【００５０】
　監視装置８Ａのスイッチ２４Ａが長押しされること等によって、監視装置８Ａは、部屋
２Ａ内に設置されている電気機器を特定するための処理を開始する。
【００５１】
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　機器特定部４３Ａは、記憶部２７Ａに登録されている全てのリモコンデータＱを読み出
し、各リモコンデータＱに基づいて信号生成部４２Ａで生成したリモコン信号を、図８の
矢印Ｙ１で示すように信号送信部３２ＡＴから一定の微小な時間間隔Ｔ１で連続的に送信
する。
【００５２】
　照明機器４Ａに関するリモコンデータが記憶部２７Ａに登録されていた場合には、当該
リモコンデータに対応するリモコン信号が信号送信部３２ＡＴから送信されたタイミング
で、照明機器４Ａは何らかの応答をする。例えば、点灯命令に関するリモコン信号が送信
されたタイミングで、照明機器４Ａが点灯する。従って、機器特定部４３Ａは、照明機器
４Ａの点灯に伴って部屋２Ａの照度が変化したことをカメラ２５Ａの撮像画像に基づいて
検知することにより、応答検知の直前に照明機器４Ａに対応するリモコン信号が信号送信
部３２ＡＴから送信されたことを検出することができる。つまり、図８に示すように、応
答検知タイミングの直前数秒間の範囲Ｒに、部屋２Ａ内の照明機器４Ａに対応するリモコ
ンデータが含まれていることを検出する。
【００５３】
　そこで次に機器特定部４３Ａは、範囲Ｒに含まれるリモコンデータＱを読み出し、各リ
モコンデータＱに基づいて信号生成部４２Ａで生成したリモコン信号を、図８の矢印Ｙ２
で示すように信号送信部３２ＡＴから一定の時間間隔Ｔ２（時間間隔Ｔ１より長い間隔。
例えば数秒間隔）で連続的に送信する。そして、上記と同様に照度変化等に基づいて照明
機器の応答を検知することにより、部屋２Ａ内に設置されている照明機器４Ａを特定する
。
【００５４】
　また、空調機器５Ａに関するリモコンデータが記憶部２７Ａに登録されていた場合には
、当該リモコンデータに対応するリモコン信号が信号送信部３２ＡＴから送信されたタイ
ミングで、空調機器５Ａは何らかの応答をする。例えば、電源オン命令に関するリモコン
信号が送信されたタイミングで、空調機器５Ａから「ピッ」という応答音が発生する。従
って、機器特定部４３Ａは、発生した応答音をマイク２６Ａによって検知することにより
、応答検知の直前に空調機器５Ａに対応するリモコン信号が信号送信部３２ＡＴから送信
されたことを検出することができる。つまり、図８に示すように、応答検知タイミングの
直前数秒間の範囲Ｒに、部屋２Ａ内の空調機器５Ａに対応するリモコンデータが含まれて
いることを検出する。
【００５５】
　そこで次に機器特定部４３Ａは、範囲Ｒに含まれるリモコンデータＱを読み出し、各リ
モコンデータＱに基づいて信号生成部４２Ａで生成したリモコン信号を、図８の矢印Ｙ２
で示すように信号送信部３２ＡＴから一定の時間間隔Ｔ２で連続的に送信する。そして、
上記と同様に応答音等に基づいて空調機器の応答を検知することにより、部屋２Ａ内に設
置されている空調機器５Ａを特定する。
【００５６】
　なお、監視装置８Ｂは、監視装置８Ａと同様の手法によって、部屋２Ｂ内に設置されて
いる照明機器４Ｂ及び空調機器５Ｂを特定することができる。その際、信号生成部４２Ａ
は、記憶部２７Ａから読み出した複数のリモコンデータＱを、無線送信部３３ＡＴから監
視装置８Ｂに向けて送信する。当該リモコンデータＱは無線受信部３３ＢＲによって受信
された後、機器特定部４３Ｂに入力される。機器特定部４３Ｂは、各リモコンデータＱに
基づいて信号生成部４２Ｂで生成したリモコン信号を、信号送信部３２ＢＴから連続的に
送信する。そして、上記と同様に、電気機器の応答をカメラ２５Ｂ及びマイク２６Ｂによ
って検知することにより、部屋２Ｂ内に設置されている照明機器４Ｂ及び空調機器５Ｂを
特定する。機器特定部４３Ｂは、照明機器４Ｂ及び空調機器５Ｂの特定結果を、無線送信
部３３ＢＴから監視装置８Ａに向けて送信する。
【００５７】
　また、監視装置８Ａと照明機器４Ａ又は空調機器５Ａとの位置関係次第では、信号送信
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部３２ＡＴから送信したリモコン信号が照明機器４Ａ又は空調機器５Ａによって受信され
ず、監視装置８Ａからのリモコン信号の連続送信によっては電気機器の特定が困難な状況
が生じ得る。そこで、リモコン信号の連続送信による電気機器の特定処理が失敗した場合
には、監視装置８ＡのＬＥＤ（図示しない）等を用いてエラーを報知する。
【００５８】
　例えば空調機器５Ａの特定処理が失敗した場合には、ユーザは、リモコン７Ａの赤外線
送信部を監視装置８Ａに向けて、リモコン７Ａからリモコン信号を送信する。当該リモコ
ン信号は信号受信部３２ＡＲによって受信された後、信号受信部３２ＡＲから機器特定部
４３Ａに入力される。機器特定部４３Ａは、記憶部２７Ａから全てのリモコンデータＱを
読み出し、信号受信部３２ＡＲから入力されたリモコン信号に関するリモコンデータと、
記憶部２７Ａから読み出したリモコンデータＱとを比較することにより、空調機器５Ａの
種別を特定する。つまり、記憶部２７Ａから読み出したリモコンデータＱの中に、信号受
信部３２ＡＲから入力されたリモコン信号に関するリモコンデータと一致するものがある
場合には、機器特定部４３Ａはその比較結果に基づいて空調機器５Ａの種別を特定する。
【００５９】
　なお、監視装置８Ｂは、監視装置８Ａと同様の手法によって、部屋２Ｂ内に設置されて
いる照明機器４Ｂ及び空調機器５Ｂを特定することができる。例えば、リモコン信号の連
続送信による空調機器５Ｂの特定処理が失敗した場合には、ユーザは、リモコン７Ｂの赤
外線送信部を監視装置８Ｂに向けて、リモコン７Ｂからリモコン信号を送信する。当該リ
モコン信号は信号受信部３２ＢＲによって受信された後、信号受信部３２ＢＲから機器特
定部４３Ｂに入力される。機器特定部４３Ｂは、信号受信部３２ＢＲから入力されたリモ
コン信号に関するリモコンデータと、監視装置８Ａから受信した、記憶部２７Ａに登録さ
れているリモコンデータＱとを比較することにより、空調機器５Ｂの種別を特定する。機
器特定部４３Ｂは、空調機器５Ｂの特定結果を、無線送信部３３ＢＴから監視装置８Ａに
向けて送信する。
【００６０】
　ここで、例えば空調機器５Ａが監視装置８Ａよりも後に発売された最新の機器である場
合等には、空調機器５Ａのリモコンデータは記憶部２７Ａに登録されていないため、信号
受信部３２ＡＲから入力されたリモコン信号に関するリモコンデータは、記憶部２７Ａか
ら読み出したリモコンデータＱに一致しない。従ってこの場合には、機器特定部４３Ａは
、信号受信部３２ＡＲから入力されたリモコン信号に関するリモコンデータを、データ送
信部３１ＡＴから通信ネットワーク１１を介してサーバ装置１２に向けて送信する。
【００６１】
　サーバ装置１２は、その時点で最新のリモコンデータを全て保持しており、監視装置８
Ａから受信したリモコンデータに対応する電気機器は空調機器５Ａであることを特定する
。サーバ装置１２は、特定した空調機器５Ａの種別に関するデータ（メーカ名、型番、空
調機器５Ａのオン／オフ等の動作を制御するためのリモコンデータ等）を、通信ネットワ
ーク１１を介して監視装置８Ａに向けて送信する。サーバ装置１２から送信されたデータ
は、データ受信部３１ＡＲによって受信された後、データ受信部３１ＡＲから機器特定部
４３Ａに入力される。機器特定部４３Ａは、当該データに基づいて部屋２Ａ内に設置され
ている空調機器５Ａを特定するとともに、空調機器５Ａに関するリモコンデータを記憶部
２７Ａに登録する。なお、サーバ装置１２が電気機器の特定を行う代わりに、監視装置８
Ａが最新のリモコンデータをサーバ装置１２からダウンロードして記憶部２７Ａの記憶内
容を更新することによって、機器特定部４３Ａが電気機器の特定を行ってもよい。また、
最新のリモコンデータのダウンロードは、監視装置８Ａによって定期的に行ってもよい。
【００６２】
　なお、同様の手法によって、部屋２Ｂ内に設置されている照明機器４Ｂ及び空調機器５
Ｂを特定することもできる。例えば空調機器５Ｂが監視装置８Ａよりも後に発売された最
新の機器である場合等には、機器特定部４３Ｂは、信号受信部３２ＢＲから入力されたリ
モコンデータを、無線送信部３３ＢＴから監視装置８Ａに向けて送信する。当該リモコン
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データは、無線受信部３３ＡＲによって受信された後、機器特定部４３Ａに入力される。
機器特定部４３Ａは、無線受信部３３ＡＲから入力されたリモコンデータを、データ送信
部３１ＡＴからサーバ装置１２に向けて送信する。サーバ装置１２は、監視装置８Ａから
受信したリモコンデータに対応する電気機器は空調機器５Ｂであることを特定し、空調機
器５Ｂの種別に関するデータを監視装置８Ａに向けて送信する。サーバ装置１２から送信
されたデータは、データ受信部３１ＡＲによって受信された後、機器特定部４３Ａに入力
される。機器特定部４３Ａは、当該データに基づいて部屋２Ｂ内に設置されている空調機
器５Ｂを特定するとともに、空調機器５Ｂに関するリモコンデータを記憶部２７Ａに登録
する。
【００６３】
　さて次に、監視装置８Ａ，８Ｂによる部屋２Ａ，２Ｂの監視動作について説明する。
【００６４】
　図６，７を参照して、モード制御部４５Ａ，４５Ｂは、監視装置８Ａ，８Ｂの動作モー
ドを、監視エリアの監視を行う監視モード及び監視エリアの監視を行わない監視解除モー
ドのいずれかに設定する。モード制御部４５Ａ，４５Ｂによる動作モードの設定手法につ
いては後述する。
【００６５】
　監視装置８Ａ，８Ｂが監視モードに設定されている場合には、監視エリアである部屋２
Ａ，２Ｂ内の様子がカメラ２５Ａ，２５Ｂによって撮影される。カメラ２５Ａによって撮
影された部屋２Ａの画像（動画でも静止画でもよい）は画像処理部４４Ａに入力され、画
像処理部４４Ａは、入力された部屋２Ａの画像を、データ送信部３１ＡＴから通信ネット
ワーク１１を介してサーバ装置１２に向けて送信する。また、カメラ２５Ｂによって撮影
された部屋２Ｂの画像（動画でも静止画でもよい）は画像処理部４４Ｂに入力され、画像
処理部４４Ｂは、入力された部屋２Ｂの画像を、無線送信部３３ＢＴから監視装置８Ａに
向けて送信する。送信された部屋２Ｂの画像は、無線受信部３３ＡＲによって受信された
後、画像処理部４４Ａに入力される。画像処理部４４Ａは、監視装置８Ｂから受信した部
屋２Ｂの画像を、データ送信部３１ＡＴから通信ネットワーク１１を介してサーバ装置１
２に向けて送信する。サーバ装置１２は、監視装置８Ａから受信した部屋２Ａ，２Ｂの画
像を保存する。
【００６６】
　監視装置８Ａからサーバ装置１２への画像の送信は、通信データ量の削減のために、一
定の時間間隔で定期的に行われる。例えば、１時間毎に撮影した部屋２Ａ，２Ｂの画像が
、監視装置８Ａから通信ネットワーク１１を介してサーバ装置１２に向けて送信され、サ
ーバ装置１２は当該画像を保存する。サーバ装置１２は、監視装置８Ａから画像が送信さ
れてくる度に当該画像を保存し、これにより、部屋２Ａ，２Ｂの過去の画像がサーバ装置
１２に蓄積される。
【００６７】
　携帯電話９は、基地局１３及び通信ネットワーク１１を介してサーバ装置１２にアクセ
スすることにより、サーバ装置１２に保存されている画像をダウンロードすることができ
る。ダウンロードした画像は、携帯電話９のディスプレイに表示される。これにより、ユ
ーザは、外出先から部屋２Ａ，２Ｂの様子を確認することができる。
【００６８】
　また、部屋２Ａ，２Ｂのリアルタイムの画像を携帯電話９のディスプレイに表示するこ
ともできる。ユーザは、携帯電話９からサーバ装置１２にアクセスすることにより、監視
エリアのリアルタイムの画像を要求する。サーバ装置１２は、監視装置８Ａに対して監視
エリアの現在の画像を要求する。監視装置８Ａは、カメラ２５Ａによって部屋２Ａの現在
の画像を撮影するとともに、カメラ２５Ｂによって部屋２Ｂの現在の画像を撮影させる撮
影命令を、無線送信部３３ＡＴから監視装置８Ｂに送信する。監視装置８Ｂは、撮影命令
を受信することにより、カメラ２５Ｂによって部屋２Ｂの現在の画像を撮影する。上記と
同様に監視装置８Ａは、カメラ２５Ａ，２５Ｂによって撮影された部屋２Ａ，２Ｂの現在
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の画像を、通信ネットワーク１１を介してサーバ装置１２に向けて送信する。サーバ装置
１２は、監視装置８Ａから受信した部屋２Ａ，２Ｂの現在の画像を、通信ネットワーク１
１及び基地局１３を介して携帯電話９に向けて送信する。これにより、部屋２Ａ，２Ｂの
リアルタイムの画像が携帯電話９のディスプレイに表示される。
【００６９】
　監視装置８Ａ，８Ｂが監視解除モードに設定されている場合には、カメラ２５Ａ，２５
Ｂによる部屋２Ａ，２Ｂの撮影は行われず、監視装置８Ａからサーバ装置１２への画像の
送信は行われない。但し、監視装置８Ａ，８Ｂが監視解除モードに設定されている場合で
あっても、カメラ２５Ａ，２５Ｂによる部屋２Ａ，２Ｂの撮影を行ってもよい。この場合
、監視装置８Ａからサーバ装置１２への画像の送信は行わず、撮影した画像は記憶部２７
Ａに保存される。
【００７０】
　以下、モード制御部４５Ａ，４５Ｂによる監視装置８Ａ，８Ｂの動作モードの設定手法
について説明する。
【００７１】
　上記の通り、携帯電話９が住宅２内に所在している場合には、監視装置８Ａ又は監視装
置８Ｂは通信装置１０との間で無線通信を行い、一方、携帯電話９が住宅２内に所在して
いない場合には、監視装置８Ａ及び監視装置８Ｂは通信装置１０との間で無線通信を行わ
ない。
【００７２】
　具体的には、携帯電話９が部屋２Ａ内に所在している場合には、通信装置１０からの送
信電波は無線受信部３３ＡＲによって受信される。無線受信部３３ＡＲは、通信装置１０
からの送信電波を受信していることを示す信号（以下「電波受信信号」と称す）を、モー
ド制御部４５Ａに入力する。
【００７３】
　また、携帯電話９が部屋２Ｂ内に所在している場合には、通信装置１０からの送信電波
は無線受信部３３ＢＲによって受信される。無線受信部３３ＡＲは、電波受信信号をモー
ド制御部４５Ｂに入力する。モード制御部４５Ｂは、当該電波受信信号を無線送信部３３
ＢＴから監視装置８Ａに向けて送信する。当該電波受信信号は無線受信部３３ＡＲによっ
て受信された後、無線受信部３３ＡＲからモード制御部４５Ａに入力される。
【００７４】
　モード制御部４５Ａは、携帯電話９が部屋２Ａ又は部屋２Ｂ内に所在していることによ
り無線受信部３３ＡＲから電波受信信号が入力されている場合には、ユーザが在宅してい
ると判定して監視装置８Ａ，８Ｂを監視解除モードに設定する。一方、携帯電話９が部屋
２Ａ及び部屋２Ｂ内に所在していないことにより無線受信部３３ＡＲから電波受信信号が
入力されていない場合には、ユーザが外出していると判定して監視装置８Ａ，８Ｂを監視
モードに設定する。
【００７５】
　モード制御部４５Ａは、動作モードの設定情報を、画像処理部４４Ａに入力するととも
に、無線送信部３３ＡＴから監視装置８Ｂに向けて送信する。送信された当該設定情報は
無線受信部３３ＢＲによって受信された後、無線受信部３３ＢＲからモード制御部４５Ｂ
に入力される。モード制御部４５Ｂは、当該設定情報を画像処理部４４Ｂに入力する。
【００７６】
　なお、携帯電話９が住宅２内に所在している場合であっても、通信装置１０の電池切れ
等によって監視装置８Ａ，８Ｂが通信装置１０と無線通信を行わない状況も想定される。
従って、通信装置１０の電池の電圧値をモニタする電圧モニタ回路を通信装置１０内に実
装し、当該電圧値が所定値未満に低下した場合には、通信装置１０から監視装置８Ａにそ
の旨を通知するように制御してもよい。通知を受けた監視装置８Ａは、電池交換を促すメ
ッセージを記述したＥ－ｍａｉｌを携帯電話９に向けて送信し、当該メッセージが携帯電
話９のディスプレイに表示される。
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【００７７】
　また、ユーザが携帯電話９を住宅２内に置き忘れて外出する状況も想定される。従って
、外出時にユーザに携帯又は装着されることが想定される複数の物品（例えば携帯電話と
財布）に通信装置１０をそれぞれ収容又は内蔵し、監視装置８Ａ，８Ｂが少なくとも一つ
の通信装置１０と無線通信をしていない場合には監視モードに設定し、監視装置８Ａ，８
Ｂが全ての通信装置１０と無線通信をしている場合には監視解除モードに設定するように
制御してもよい。
【００７８】
　また、住宅２に複数のユーザが居住している場合には、通信装置１０は、各ユーザが所
持する携帯電話９にそれぞれ装着される。いずれかのユーザが在宅している場合には、当
該ユーザの所持する携帯電話９は住宅２内に所在しているため、モード制御部４５Ａには
無線受信部３３ＡＲから電波受信信号が入力される。従って、モード制御部４５Ａは、監
視装置８Ａ，８Ｂを監視解除モードに設定する。一方、全てのユーザが外出している場合
には、全ての携帯電話９は住宅２内に所在していないため、モード制御部４５Ａには無線
受信部３３ＡＲから電波受信信号が入力されない。従って、モード制御部４５Ａは、監視
装置８Ａ，８Ｂを監視モードに設定する。
【００７９】
　このように本実施の形態に係る監視装置８Ａ（機器制御装置）によれば、機器特定部４
３Ａは、対象機器が異なる複数のリモコン信号を信号送信部３２ＡＴから順に送信し、各
リモコン信号に対する電気機器の応答の検知結果に基づいて、電気機器の種別を特定する
。つまり、対象機器が異なる既知の複数のリモコン信号を信号送信部３２ＡＴから順に送
信し、どのリモコン信号に対して電気機器が応答したかによって、監視エリア内に設置さ
れている電気機器の種別を特定することができる。従って、監視エリア内に設置されてい
る電気機器の種別を自動的に特定することができ、ユーザの手入力による設定が不要とな
るため、制御対象となる電気機器を簡易に登録することが可能となる。
【００８０】
　また、本実施の形態に係る監視装置８Ａによれば、記憶部２７Ａには、既知である複数
のリモコン信号が登録されており、信号送信部３２ＡＴは、記憶部２７Ａに登録されてい
る複数のリモコン信号を順に送信する。従って、監視装置８Ａの出荷時点等において既知
である様々なリモコン信号を記憶部２７Ａに登録しておくことにより、信号送信部３２Ａ
Ｔから順に送信される複数のリモコン信号のうちのどのリモコン信号に対して電気機器が
応答したかによって、監視エリア内に設置されている電気機器を簡易に特定することが可
能となる。
【００８１】
　また、本実施の形態に係る監視装置８Ａによれば、信号受信部３２ＡＲは、電気機器の
応答の検知結果に基づいて電気機器の種別を特定できない場合に、電気機器をリモートコ
ントロールするためのリモコン６Ａ，７Ａから送信されたリモコン信号を受信する。そし
て、機器特定部４３Ａは、信号受信部３２ＡＲが受信したリモコン信号に関するデータを
、サーバ装置１２（管理装置）に向けて送信する。従って、対象の電気機器が監視装置８
Ａよりも後に発売された最新の機器である場合等において、当該電気機器のリモコン信号
が記憶部２７Ａに登録されていない場合であっても、各種の電気機器のリモコン信号に関
する最新の情報をサーバ装置１２が管理しておくことによって、監視エリア内に設置され
ている電気機器をサーバ装置１２によって特定することができる。そして、サーバ装置１
２によって特定された電気機器の種別に関するデータ（つまり、当該電気機器のオン／オ
フ等の動作を制御するためのリモコン信号のデータ等）をサーバ装置１２から受信するこ
とによって、監視装置８Ａによって当該電気機器の動作を制御することが可能となる。
【００８２】
　また、本実施の形態に係る監視装置８Ａによれば、信号受信部３２ＡＲは、電気機器を
リモートコントロールするためのリモコン６Ａ，７Ａから送信されたリモコン信号を受信
し、機器特定部４３Ａは、信号受信部３２ＡＲが受信したリモコン信号に基づいて電気機
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器の種別を特定する。つまり、電気機器のリモコン６Ａ，７Ａからリモコン信号を送信し
、信号受信部３２ＡＲによって当該リモコン信号を受信し、機器特定部４３Ａによって当
該リモコン信号に対応する電気機器を特定することにより、監視エリア内に設置されてい
る電気機器の種別を特定することができる。従って、監視エリア内に設置されている電気
機器の種別を簡単に特定することができ、ユーザの手入力による設定が不要となるため、
制御対象となる電気機器を簡易に登録することが可能となる。
【００８３】
　また、本実施の形態に係る監視装置８Ａによれば、記憶部２７Ａには、既知である複数
のリモコン信号が登録されており、機器特定部４３Ａは、信号受信部３２ＡＲが受信した
リモコン信号と、記憶部２７Ａに登録されている複数のリモコン信号とを比較することに
より、電気機器の種別を特定する。従って、監視装置８Ａの出荷時点等において既知であ
る様々なリモコン信号を記憶部２７Ａに登録しておくことにより、信号受信部３２ＡＲが
受信したリモコン信号が、記憶部２７Ａに登録されているどのリモコン信号に一致するか
によって、監視エリア内に設置されている電気機器を簡易に特定することが可能となる。
【００８４】
　また、本実施の形態に係る監視装置８Ａによれば、機器特定部４３Ａは、信号受信部３
２ＡＲが受信したリモコン信号に基づいて電気機器の種別を特定できない場合には、信号
受信部３２ＡＲが受信したリモコン信号に関するデータを、サーバ装置１２に向けて送信
する。従って、対象の電気機器が監視装置８Ａよりも後に発売された最新の機器である場
合等において、当該電気機器のリモコン信号が記憶部２７Ａに登録されていない場合であ
っても、各種の電気機器のリモコン信号に関する最新の情報をサーバ装置１２が管理して
おくことによって、監視エリア内に設置されている電気機器をサーバ装置１２によって特
定することができる。そして、サーバ装置１２によって特定された電気機器の種別に関す
るデータ（つまり、当該電気機器のオン／オフ等の動作を制御するためのリモコン信号の
データ等）をサーバ装置１２から受信することによって、監視装置８Ａによって当該電気
機器の動作を制御することが可能となる。
【００８５】
　なお、今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した意味ではなく、特許請求の範囲によっ
て示され、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内での全ての変更が含まれることが意図
される。
【符号の説明】
【００８６】
　１　セキュリティシステム
　２Ａ　部屋
　４Ａ　照明機器
　５Ａ　空調機器
　６Ａ，７Ａ　リモコン
　８Ａ　監視装置
　９　携帯電話
　１０　通信装置
　２１Ａ　データ通信部
　２２Ａ　信号送受信部
　２３Ａ　無線通信部
　２５Ａ　カメラ
　２６Ａ　マイク
　２７Ａ　記憶部
　４１Ａ　命令取得部
　４２Ａ　信号生成部
　４３Ａ　機器特定部
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　４４Ａ　画像処理部
　４５Ａ　モード制御部

【図１】 【図２】

【図３】
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